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1 はじめに
手話認識・翻訳モデルは，大規模言語モデルの

進展と手話コーパスの充実により急速に向上して
いる．YouTube-ASL [1] や How2Sign [2] など米国手話
言語（ASL）を対象とした大規模コーパスに加え，
SignGemma [3] のようなマルチモーダル学習の枠組み
も登場しており，多様な映像データの拡充が一層重要と
なっている．日本手話言語（JSL）に関しては，KoSign
[4] や日本手話話し言葉コーパス [5] など，高品質な資
源の整備が進んでいる．ただし，これらのコーパスは主
に経験豊富な手話使用者を対象としており，収集・アノ
テーションには多大なコストがかかる．
こうした中，多様な手話言語を収集したYouTube-SL-

25 [6] は，JSL ラベル付き動画を 1,075 本（62 時間）含
む新たな資源として注目される．しかし本データは，
キーワード検索と 1人のアノテーターによる分類に基づ
くため，JSL・SJ・中間型手話 [7]・手話歌などが混在し
ており，言語ラベルの信頼性には一定の懸念がある．
本研究では YouTube-SL-25 に “JSL” ラベルで収録

された動画を対象に，手話に関する専門知識を用いず，
視認可能な情報に基づき、出現形式の多様性を段階的に
整理・記述することを目指す．
(i) 手話歌の有無，(ii) 同時出演者数，(iii) 話者属性，

(iv) 日本語音声併用の有無の 4分類軸を設計し，順序立
てたアノテーションを実施した．このような段階的手法
は，JSL ラベル下に混在する多様な出現形式を，観察負
荷を抑えながら構造的に把握する上で有効である．特に
各段階で焦点を絞って観察することで，分類の透明性と
再現性が高まり，JSL ラベルの運用に含まれるばらつき
を実証的に可視化できる．
こうした実践的な再分類の枠組みを提示することで，

JSL ラベルの曖昧さに対し，観察に基づく実践的な分類
手法の一端を示す試みである．
2 対象データとアノテーション設計・流れ
YouTube-SL-25に “JSL”ラベルで収録された動画のう

ち，アクセス可能な 1,073本（61時間 14分 54秒）を分
析対象とした．当初は 1,075 本がリストされていたが，
2 本は非公開設定により除外した．本セクションでは，
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これらの動画に対して設計した分類軸と，段階的に実施
したアノテーション手順を述べる．
2.1 分類軸の設計と選定理由
JSL ラベルのもとに含まれる動画の多様性を可視化す

るため，(i) 手話歌の有無，(ii) 同時に映る出演者の人
数，(iii) 話者属性，(iv) 日本語音声の併用有無の 4点を
設計した．特に手話歌は構文や語順といった言語的分析
とは異なるため，除外対象とした．出演者数や話者属性
の把握は，個人性や関係性の分析にも資する．日本語音
声の有無は、SJ 使用傾向を推定する補助的指標となる．
これらの指標は，動画のメタ情報などから視認的に判断
可能で手話に関する専門的知識がなくても記録できる．
2.2 アノテーション手順の流れ
アノテーションは以下の 4段階で実施した：

1. 手話歌の除外：音楽や構図，リズム表現から手話歌
を判別し，分析対象から除外．

2. 同時出演者数と音声の確認：出演者の人数（単独：
同時に登場する話者が 1人の場合／複数）と日本語
音声の有無を記録.

3. 話者属性の分類：全動画を対象にメタ情報を参照し
つつ属性を分類．(判断困難な場合は「？？？」と
明示)

4. 単独出演動画の抽出と集計：単独出演動画に限定し
て話者属性を集計・可視化．

このように段階的に情報を整理することで，JSL ラベ
ル下に含まれる動画の実態を把握し，その多様な内訳を
可視化することが可能となった．
3 アノテーション結果の可視化と傾向
3.1 手話歌の分布と出現傾向
JSLとラベル付けされた動画本数のうち 15.2 %が手話

歌であった（図 1）．この事実は，ラベルと実態の間に
無視できない乖離があったことを示している．手話歌は
音楽に合わせた演出的表現が特徴であり，日常的な JSL
とは大きく異なる．投稿もごく少数のチャンネルに偏在
しており，内容・構成の両面で特殊な位置づけにある．
本研究ではこうした特性を踏まえ，アノテーションの

初期段階で手話歌を明示的に検出・除外した．

図 1: 手話歌／非手話歌の動画本数・合計時間および割合
（注：合計時間は分単位で統一

するため，秒未満を切り捨てて表示．）
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3.2 同時出演者数の分布と構成傾向
出演者数の観点から見ると，非手話歌の動画の大多数

は単独出演で構成されており，複数人が同時に登場する
事例は極めて限定的であった（図 2）．
特に三人以上による出演は稀であり，集合的な対話や

演出的構成は例外的であることが分かる．この傾向は，
個人が主導する制作・発信が基本であること，あるいは
収録や編集の実用的制約を反映している可能性がある．

図 2: 同時出演者数ごとの動画本数・合計時間および割合
（注：分析対象は非手話歌の 910本．合計時間は分単位で統一

するため，秒未満を切り捨てて表示．）

3.3 話者属性の分布と構成傾向
手話歌を除いた全 910本の動画について，出演者の属

性を観察的に分類した結果が図 3に示される．ろう者に
よる発信が多数を占めている一方で，CODAや聴者，属
性不明の動画も一定数含まれており，話者層には一定の
多様性が見られる．
特に，単独出演が大多数を占めていたこと（図 2）を

踏まえ，話者属性の構成をより明確に捉えるために，
単独出演の 819 本に限定して再整理したものが図 4 で
ある．ここでもろう者が主である傾向は変わらず，
CODA，聴者の参加も確認された．なお，難聴者は確認
されず，属性不明に含まれる可能性がある．

図 3: 話者属性ごとの動画本数・合計時間および割合
（注：分析対象は非手話歌の 910本．合計時間は分単位で統一

するため，秒未満を切り捨てて表示．）

図 4: 単独出演動画における話者属性別の動画本数・合計時間および
割合

（注：分析対象は単独出演の 819本．合計時間は分単位で統一
するため，秒未満を切り捨てて表示．）

3.4 JSLラベル下に見られる出現形式のばらつき
日本語音声の併用が確認された動画も存在したが，そ

の内容には通訳者による発話，冒頭のみのあいさつ，自
然に漏れ出た声など使用形式のばらつきが見られた．
また，語順が日本語に近く，非手指文法（頷きや眉の

動きなど）の使用が限定的な動画も一定数確認された．
これらは中間型手話に該当する可能性があり，JSL ラベ
ル下に文法的に多様な表現が混在していることが示唆さ
れる．
4 まとめと今後の課題
本研究では，YouTube-SL-25に含まれる “JSL” ラベ

ル付き全 1,073 本の動画を対象に，手話歌の有無，同時
出演者数，話者属性，日本語音声の併用有無という 4つ
の分類軸に基づき手話に関する専門知識を用いず，視認
可能な情報による段階的アノテーションを実施した．
その結果，手話歌は JSLラベル付き動画全 1,073本中

163本（15.2%）を占めており，出現形式の大きく異なる
動画がラベル下に多数含まれていることが明らかとなっ
た．出演者は単独話者が多く，話者属性にはろう者を中
心に，CODAや聴者も一定数含まれていた．
また，語順が日本語に近く，非手指文法の使用が限定

的な動画も複数見られ，中間型手話に該当する可能性の
ある表現が含まれていた．こうした混在は，JSL ラベル
を前提とした分析や学習に影響を及ぼす可能性がある．
視認可能な分類軸に基づく段階的アノテーションは，
JSL ラベル下の出現形式を記述的に整理し，専門的なア
ノテーションに先立つ実践的な再分類の枠組みとなる．
今後は，より精緻な文法的基準の導入，中間型手話の

体系的整理，話者の自己認識に基づく質的分析などを通
じて，日本語音声の使用形式を含む分類軸のさらなる精
緻化が求められる．
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